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部

)周年 記 念 誌 』刊 行 に よ せ て 20周年記念事業委員会委員長 篠田 隆

囃晰鼈憮楊蒻晰盪絋渉陶辱隆謳覺ン
国際関係学部 学部長
押りII典昭 教授

:R瑣濶率巫豊劣埒鰊ぎ蛯瑯
11■国際関係学科 学科主任
111新納 豊 教授

教授

国際文化学科

樋口 桂子 教授

1998年度入学

吉野 航太 さん

1988年度入学

福来 順子(旧姓・藤田)さん

2003年度入学

舘野 麻未 さん
司 会 :

押りll典昭

お祝いメッセージ

退職教員∝職年度順)

卒業生のページ
卒 業 生 (卒業年度順)

轟曇濾 :こ不轡ミ轟鞣さや

国際関係学部第二研究棟事務室

古海員子 さん

現地研修提携大学

入試部長

小田嶋武行 さん

珀鷺員寄簿響由眩罐性年度願)

キヤンパス0ライフ 国際関係学部で学ぶこと

国際関係学部生が創り出すイベント 地域研究学会の活動

思 い 出 写 真 館  ―写真で振り返る学部20年の歩み一
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一国際関係学部

『20周年記念誌』刊行によせて

大東文化大学国際関係学部は学部創設 20周年 (1986

年 4月 開設)を迎えました。学部創設時の高坂駅周辺

はほんとうに閑散としたものでしたが、当時数少なか

つた「国際関係Jを冠する学部の一員として、学部に

どのような内実を与えてゆくのか、教職員も学生も手

探りの状態で、その緊張感が快く感じられたことを記

憶しています。

この20年間に学部や大学を取り巻く状況は大きく

変化しました。80年代後半からのバブル経済は90年

代初頭に崩壊し、長期間にわたる平成不況に入りまし

た。閉塞した時代状況のなかで、「二― 卜Jや「パラサ

イ トシングルJな どの造語もうみだされるほど、若者

の社会観や人生観が変化しました。少子化も急速に進

行し、大学再編の時代を迎えます。そのなかで教育の

質も厳しく問われることになります。大学や学部がど

のような理念のもとでどのような人材を養成しようと

するのかを、卒業生や父兄を含む大学関係者のネット

ワーク化のなかで検討していくことが、大学学部を活

性化し、その社会的役害」を高めるために必要になつて

います。

国際関係学部は創設 20周年の記念事業を推進する

ために＼昨年 4月 に「20周年記念事業委員会」を編成し、

記念事業の実施に向けて検討と準備を進めてきまし

た。今回の記念事業の内容は、 (1)記念干J行物の発行

(2)記念式典と祝賀会の開催の 2つに絞られました。

同委員会には、企画に卒業生や在校生のアイディア

を反映させるために、教職員委員のほかに、卒業生と

在校生若干名にも委員として参加してもらいました。

大学や学部の創設を記念する事業は、ともすると「教

職員による教職員のためのJ記念事業になりがちです

が、国際関係学部の20周年記念事業では、企画編集

の段階から卒業生と在校生委員に参加してもらい、卒

業生と在校生はもちろんのこと、父兄やその他学園関

係者にも興味をもってもらえるような内容、かつ外部

20周年記念事業委員会委員

●教 員 :石田英明、大石敏之、
●職 員 :大嶋文昭 ●卒業生

に対しても国際関係学部の独自性や個性をアピールで

きるよう‐な内容になるように工夫しました。

記念刊行物は、できるだけ人物に焦点を当て、気軽

に読め、かつ読んで面白い内容になるように配慮しま

した。目次を一読していただければわかるように、多

数の卒業生、在校生そして教職員の皆様に執筆してい

ただくことができました。いずれの文章■lkら も国際関

係学部に対する思い入れの深さが伝わり、共感のもて

る内容になっています。

とくに、卒業生の文章は力作揃いで、現地研修、留

学あるいは貧乏旅行を通しての他のアジア諸国との交

流が、現在の彼らの旺盛な行動力としなやかな価イ直観

の原点になっていることが確認できます。

現職教員の寄せ書きは着任年度順に配置しました。

卒業生が在学時に直接お世話になつた先生方、卒業後

に着任された先生方の区別がはつきりとします。定年

退職された先生方からいただいたメッセージは、現地

提携校からのメッセージとともに、祝辞のll●lに掲載し

ました。

座談会は本記念号の背骨にあたります。座談会には

教員、卒業生、在校生の有志が参加してくれました。

国際関係学部が辿つてきたこの 20年 間の道筋が、裏

話を含め、よく理解できます。

結局、人間にとっての最高の財産は、人とのつなが

りの深さと多様さだと考えます。学生時代の友人、恩

師、職員とのつながりを卒業アルバムに閉込めておく

のは勿体無い気がします。今回の20周年記念事業が＼

卒業生、在校生、父兄、教職員など学部関係者のネッ

トワーク強化の一助になることを強く願います。元気

の源泉となるような、場合によつては、人生観や価値

観をひっくり返してくれるような再会になることを祈

ります。

20周年記念事業委員会委員長

篠 田 隆

小泉康一、篠田隆、須田敏彦、福家洋介、伊藤正子 (2005年度のみ)

:福来 (藤田)順子、吉野航太、米倉愛 (2005年度は在校生委員)● 在校生 :竹之内洋輔
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国際関係学部

学部開設20周年を迎えて

1986年 4月 に大束文化大学の五番目の学部として設置された国際関係学部は、20年 の

節目を迎え、次の新たな時代へむかって歩みはじめました。これまで巣立っていった卒業

生は、約 3,800名。設置時から今日まで、教育に携わってこられた多くの先生方、サポー

トしてくださった事務職員の皆様、そして何より、国際関係学部の教育理念をしっかり受

けとめ、東松山キャンパスで学んできた卒業化と在校生に、心から感謝の意を表します。

「東西文化の融合」を建学の精神とする本学にあって、国際関係学部は、アジアに軸足を

おいた教育と研究を行ない、アジアヘの豊かな想像力と理解力をもって、 日本とアジアの

人びとの相互理解と友好の促進に貢献できる人材を育成することを教育の目標にしてきま

した。日本国内で、そしてアジアの各地で働いている卒業生たちをみると、その職種や活

動分野はまことに多種多様なものがあり、国際関係学部の教育のひとつの到達点がみえて

きます。記念誌に収められた卒業生たちの文章からもそれはうかがえるでしょう。

ところで、文部科学省による2006年度 「特色ある大学教育支援プログラム」に申請し

ていた本学部の『アジア理解教育の総合的取組』が、このたび採択されました。少子化の

影響で大学を取り巻く環境が厳しさを増すなか、すぐれた教育実践を選定し、財政支援を

行なうとともに、選定された取組を広く社会に情報提供することで、大学教育の改善をは

かろうという趣旨で始められた本プログラムには、今年度、全国331の大学が応募してい

ますが、私たちは「アジア地域言語教育」「地域研究カリキュラム」「現地体験型学習J「学

生による企画・参加。実行型の活動Jの 4つの柱で行なってきた学部教育の実績をもとに、

応募したのです。20周年という節目の年に、アジアに軸足をおいて積み上げてきた国際

関係学部の教育が評価されのは、実にうれしいことです。

とはいえ、これからさらに20年先、30年先を見据えたとき、大東文化大学と国際関係

学部が社会的に意味のある高等教育機関として生きていくためには、なお多大の努力が求

められています。私たちが20年間に積み上げてきたものは、すでに「伝統Jといってよ

いでしょう。しかし伝統とは、常に変化しながら再創造されていくものです。そしてその

変化の道筋は過去の歴史をたどることからみえてくるでしょう。未来は過去のなかにしか

ないからです。この記念誌が、国際関係学部の20年の歩みをふり返ることによって、未来

への確かな礎になることを願っています。

国際関係学部 学部長

教授オ甲り|IJ興1日召
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現役と

卒業生をつなぎたい

国際関係学科 学科主任
に い の う

類新納
20周年という節目に学部の「来し方、行く末Jを考えることは、同時に、この20年 と
いうものが卒業生のみなさんそれぞれの「人生の一コマJに よって織りなされているこ
とに思いをいたすことでもあります。1988年夏、オリンピック開幕直前のソウルに降り
立った第 1回韓国現地研修団の 14人、今でも「幻の卒業式」と語り継がれる 1990年東
松山校舎での第 1回卒業式、また当日オーバーブリッジでの「学科対抗綱引き大会Jを実
現させた勝手連の 5人、こうしたシーンが次々にフラッシュバックしてまいります。
みなさんが今何をしているのか、これを現役学生に伝えるために昨年から卒業生を大学

に招いて話を聞く「大学デビュー・プロジェクト」を始めました。現役の学生にとって、

卒業生は最も身近な自分の未来なのです。

また、現地研修参加者も今年度でのべ 3500人 を超えています。これだけの人数を東ア
ジアから西アジアまでの広大な地域に送り出してきました。 1カ 月程度ではありますが、
観光でない日常空間での一カ所滞在型の現地体験は、いまだ十分とは言えない日本社会の

アジア理解において貴重な資産でもあります。20周年を機に卒業後のネットワーク作り
を進め、こうした資産の有効活用も図りたいと思っています。

国際文化学科 学科主任

た な  ベ きよし

さ主
′目

搬田辺
国際文化学科は文化・歴史・芸術などの人文科学の分野からアジアにアプローチするこ

とを目的とし、欧米もふくめたグローバルな視野を養うことを基本理念としてきた。本学

の学生たちと接するようになって、ちょうど20年。私のもとには多くのユニークな人間

たちが教室や研究室に集まって数年間をすごしたあと、それぞれの地へ巣立っていった。

全部で 200本近くを数える彼らの「卒業論文」のテーマも美術、音楽、映画、ファッション、

舞踊、料理そしてスポーッに社会問題と実に多岐にわたっている。その一本一本に思い出

があり、その一文字一文字から学生たちの姿までが蘇ってくる。「卒論」だからといって

かみしもを着たようなものではなく彼らの真実の姿がその行間から辿れるからだ。

これからも国際文化学科をはじめとする本学部生には、その素直な感性を生かして、さ

まざまな「経験」を積んでいって欲しい。多くの失敗と挫折を繰り返した「万能の天才J

レオナルド・ダ 。ヴィンチのように「経験Jの積み重ねを糧とし、それぞれの夢を紡ぐた
めに…。

い曲一三
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「20年の経験」
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座1談1会 担当教授、学部卒業生、在校生

轟出席者 /新 納 豊 教授、Eマ ー カ レ■ .教授、片 岡 弘 次 教授、樋 口 桂 子 教授、

福来順子さん(旧姓・藤Ell、 吉野航太さん、舘野麻未さん
[文中では在学当時の1日姓を使用しております]

司会:l甲夕II典昭教授

オ甲  り||

ま甲り|1邸L日召(ぉ しかゎ のりあき)

わたしは文学研究者だから、言葉に強い

関心がある。研究は「ネイションJ(国民)

意識の誕生に文学がどうかかわってき

たのかを東南アジア文学で考えてみる

ことである。

‐「国際関係学部」の誕生
「今日は20周年記念誌のための座談会という

ことで、卒業生 2人、在校生 1人、それから

先生方 4人 にお集まりいただいて、20年 間

の学部の歩み等々、お話をお聞かせいただき

たいと思います。20年 というのは生まれた

子供が二十歳ということですので、人生にお

いて非常に大きな節日ですが、大学にとって

も学部にとっても20年 は大きな節目になる

でしょう。国際関係学部ができたのは 1986

年ですが、それがどういう年であったかとい

いますと、1月 28日 にスペースシャトル・チ

ャレンジャーの爆発炎 11事故があったんです

ね。それから、2月 にはフィリピンでマルコ

ス大統領が倒されて、アキノという女性の大

統領が就任しました。4月 1日 には男女機会

均等法が施行になっています。それから、4

月26日 にはチェルノブイリ原子力発電所の

これから切り拓く未来」
1986年の学部開設から20年……。

国際関係学部が歩んできた軌跡と今後の展望について、

の皆さんに楽 しく語 り合っていただきました。

譲‡日 時 /2006年 6月 17日

灘場 所 /東松山校舎 管理棟 3階 応接室

事故が起こっています。6月 にはメキシヨで

サッカーのワール ドカップが開かれて、マラ

ドーナの活躍でアルゼンチンが優勝してい

ます。その他、流行語大賞というのがたぶん

この前後から始まっているんですが、この年

選ばれたのは、『新人類』という語なんです。

1986年はそんな年でした。それから20年 の

間にいろんなことがありましたが、世界史的

な出来事としてはベルリンの壁の崩壊などは

大きな出来事ですね。では、先生方からお話

を伺いますが、最初に国際関係学部に赴任さ

れた頃のことについてお聞かせ下さい。まず

片岡先生からお願いします」

片 岡  「私は一番初めからきているんですよ。1986

年つまり昭和 61年の 2年前の 5月 でしたが、

当時私は大阪の定時制高校に勤務してまし

て、昼は大阪外語大で教えていたんですが、

朝の 10時くらいだったかな、電話が入ってき

て、その時から話が始まりました。ちょうど

片 岡弘 次 (かたぉか ひろじ)

生まれ育った所は高坂から遠くない小

川町です。ゼミではインドやパーキスタ

ーンの詩や小説を読みます。将来、H賞

や芥川賞などを取る人が出ることを希

望します。



ま甲  川

新 納

新糸内 豊  (に いのう ゆたか)

歩き回り、泊り込んで飲んだり食ったり

することが大好きです。今は「定期市」

と「朝鮮牛Jを キーワードにして歩い

ています。夢はわが家にナンを焼くかま

どを作ることです。

2年弱かかりましたよ、1986年の入学式ま

でに。何回か会議がありまして、教員は確か

関係が 11名、文化が 8名 くらいいました。そ

して、マーゲル先生なんかの教養課程に6名

いました。だから、第 1年目は 19名 と6名の

25名の体制で始まったと思います。地域言語

は秋から始まるということで、学生の地域言

語の選択は 7月 でした。その選択のため嬬恋

で 6月 に学生全員が合宿をすることになりま

したが、その下準備に新納先生と篠田先生と

中堂先生、それに大野先生が行かれましたJ

「新納先生、当時の状況について何か」

「私も 1年目から来たんですけども、最初の 1

年間は私の担当の授業が全くなかったので、

学部運営のプログラム作りをやってました。

カリキュラムはもうできてるんだけれども、

どうやって実施するのかということが入学後

に始まったわけですから。合宿をやろうかと

かいろんな提案をして、料理祭の真似事みた

いなものを秋口にやったりとか、つまり試行

錯誤で、1年 目は。私は授業はなかったけれ

ど、随分忙しかったような気がします。でも、

今と比べりゃ牧歌的なもんでした」 (笑い)

「委員会はなかったですよねJ片  岡

●

≒物6AN゛ご

新  納

オ甲  り||

新 納

オ甲  りll

新 納

片 岡

新 納
1甲   り||

マーゲル

「委員会はまだ何も発足してなくて、こうや

れ、ああやれってのがあればさっと動きまし

たから、意思統一とか会議なんて必要なかっ

た。ここは俺が適当にやっとくからそっちは

頼む、みたいなことでね」

「このキャンパスはその時にだいたいこのか

たちで ?J

「いや、できあがってたのは半分くらいです

ね。七号館はできてなかったし、六号館はま

だ工事中。一番奥の第二研究棟が一応できあ

がつて、八号館ができてた。あとは、芝生も

はってなくて、ほこりだらけ、真ん中のブリ

ッチはできてましたよ」

「図書館は ?J

「図書館はまだ工事中だったと思います。向こ

う側の体育館とか記念講堂は ^応形はできて

ましたね。まだ、タイルは貼ってなかったけ

どJ

「我々が入ったときは、今の研究棟は半分しか

なかったんですよJ

「そうそう、国際の方しかなかったJ

「マーゲル先/1の印象はいかがでしたか」

「私は東京で 9年間くらい英語教育関係の会

社に勤めてました。だから、こちらの印象は、

Eマ ーゲル (エ ドワードマーゲル」r)

アメリカでの学生時代、日本が大好きで

日本のことなら何でも勉強しました。人

間活動は複雑で創造的です。私は学生か

ら学ぶことに最も関心があります。

ア
|



群

田舎だな。自然は豊富で良かったんですがね。

仕事の面では東松山英語部会というのがあっ

て、これが結構忙しかったんですよ。英語の

カリキュラムどうすればよいかとかね。その

頃は学部独自にやるんじゃなくて、何でも全

学的にやってましたから、時間がかかるんで

す、合意ができるまでにもだからタテ割りに

なった時、私はとっても嬉しかったですね。

でも、やっぱり田舎だったな、田舎 (笑い)。

駅の周り、なにも、一つもないんですよJ

新 納  「駅がね、板作りのね、板張りの駅で。はじめ
は向こう側にしか出口がなかった。バスも向

こう側から出たんですよ。こっち側は道路な

かったんだから。田んばしかなかったJ

片 岡  「4月 7日 にこっち側の道路が開通したんで
す。国際の入学式が 4月 16日 だったと思い

ます。だから、あの道は国際用の道路なんで

す。高田博厚という人の彫刻があってね。い

や、それも最初はなかったですね」

押 川  「国際はこの大学の 5番目の学部で、今は 8学
部ですが、その当時は学生数はずっと少なか

つたわけですね、東松山は」

新 納  「5,000人 と聞いてましたよね、だからそれほ
ど極端では。今は6,000人 とかでしょ、1,000

人ぐらい少なかったJ

片 岡  「倍率は高かったですよね、入学試験の (笑
い)。 200人 くらいのところに、たしか 3,000

人超えてたんじゃない、国際の受験生は」

マーゲル  「いろいろ不便だったでしょ、学生は、当時はJ
新 納  「ド宿とかね。学生委員とかなかったけども、

お前は学生のこと考えろって言われてたの

で、学生の下宿とか全部歩いたですよ。『こ

こいくら』とか『おまえのとこ風呂ついて無

いやん』とか (笑 い)、 そういうのやってま

した、当時J

押 川  「樋口先生は何年目からですかJ
樋 口  「私は 2年目からなんです。87年」
押 川  「87年 ですか。新入生が 2年生になったんで

P R O『 ま [重

樋 口桂 子 (ひ く
ヾ
ち けいこ)

寓話 神話 。物語の構造研究をしてい
ます。最終的には動物寓話の構造を体系

化したいと思っています。趣味は山歩き

です。

福 来 順 子 い、くらtヽ・じゅんこ/日姓・藤田)

国際文化学科卒業後、現代アジア研究所

勤務を含めて、大学には 7年間お世話に

なる。その後、精神科診療所勤務を経て、

現在は主婦。

すね。どんな印象J

「やっぱり田舎だなぁと (笑い)。 当時の学生

はのんびりしてるっていうか、今とは随分雰

囲気が違いましたよね」

「車が通ってなかったよね、今みたいに」

「まだ、ニュータゥンが完成してなくて、バス

の本数も少なかった」

「学バスは駅前からいつでも乗れたんですよ、

朝の 1限 目の前もね。今はかなり歩かないと

ダメですが」

・
「 国 際 関 係 学 刊 で 学 ぶ   :
「それでは、卒業生のお二人にお伺いします。

藤田さんは何年の入学ですかJ

「1988年の入学で、第 3期生です。昭和最後

の学籍番号です。芝生も生えてましたし、校

舎が一通りできていて、高坂駅前もすごくき

れいだったのを覚えています。一通りいろん

なものが出来上がった年かなと思います」

「地域言語は何でした ?」

「私はヒンディー語を専攻してました。先程、

片岡先生や新納先生がおっしゃってたょぅ

な、私たちの代かその次くらいまで、入学し

てすぐに嬬恋で合宿があったんですね。それ

で、いろんな先生と交流して、言語を何にし

ようか決めていました。夜中にみんなで遊

んだりして、片岡先生が踊りながら同級生を

クルクル回していたのはよく覚えていますJ

(笑い)

「その時は入ってすぐに地域言語を選ぶんで

はなくて…J

「はい、9言語見たときに何が何だかまだわか

らない。言語の授業は後期から始まるので、

それまでに先生方や、1期生、2期生という

先輩たちからもいろいろ情報を貰って、みん

なと相談して決めるという感じでしたJ

「国際関係学部という名称ですけれど、こうい

う学部ができたのは全国の大学で 3番目らし

樋  口

樋  口

岡

納

片

新

オ甲  サ||

藤 田

オ甲  り||

藤 田

i甲  り||

藤 田

オ甲  り||



ξ 裏 ÷ 薫 :

吉野航太 (よ しの・こうた)

渋谷で働くベンチャー社員。在学時代、

講義ではなく、地研会館の皆勤賞を受

賞。仕事は順調だが、人生のセカンドス

テージはいまだ訪れず。

藤  田

ま甲  り||

藤 田
ま甲  り||

雇ヨ  里予

オ甲  り|

雇雪  里予

いんですね。最初が日大の国際関係学部、そ

の後はちょっと忘れましたけども、大東文化

大学の国際関係学部は全国の大学の中で 3番

日にできたようです。したがって、国際関係

学とか国際関係学部というのは高校生にあま

り剛1染みのなかったものだろうと思います。

藤田さんはこの学部に入ってくる何か動機み

たいなのありますかJ

「その当時、大東の国際がアジア教育を売りに

していて、国際関係学というとかなり漠然と

していますが、アジアのことを専門的に勉強

したかったので、こちらを選びましたJ

「アジアに重心を置いた学部であると十分伝

わっていたのですか」

「はい、それは」

「吉野さんは何年に入学したのですかJ

「ちょうど藤田さんの 10年後ですね。1998

年の入学ですJ

「それはどんな時代 ?」

「僕らが物心ついた頃には湾岸戦争があって、

その後中国が伸びてきて、アジア経済の台頭

とか、日韓の問題とか、それらを吸収して大

東の国際を選んだから、多分正解なのかなっ

ていうのはあるんですJ

「それは非常におもしろいですね。つまり、あ

る時期までアジアというのは貧しい世界だっ

たわけですね。豊かな世界と貧しいアジアと

いう位置づけだったんだけども、占野さんな

んかの世代にとってのアジアってのは貧しい

だけのアジアではなかったのですねJ

「そうですね、ちょうど変りつつあるところ。

高校から大学に入って視野が広がるところ

と、これからアジアの時代だっていうところ

がオーバーラップしてアジアに関心を持った

んだと思うんですよ、僕なんかの世代はJ

「たぶん私の世代は、アジアの情報があまりな

くて、ミステリアスなものを求めたり、映画

を観たり本を読んだり、そういう文化的な側

川

野

押

吉

藤  田

―

― ―
― -1

面から大東を選んだ人が多かったんじゃない

かなと思います」

吉 野  「僕らは文化的な面からではなくて、国の経済
発展とか国家とかから入ってったのかなぁ。

で、入学してから先生方のお力で、文化とか

社会とかの方にだんだんとシフトしていった

のかなって思うんですけど」

押 川  「そういうアジアのイメージですね。我々の世
代でいうとベトナム戦争というのは非常に大

きいですね。ところが、吉野さんの世代はベ

トナム戦争はとうの音に終わっていて、中国

が大きく変りつつある時代。我々にとって中

国は社会主義の国であったわけですが、吉野

さんの世代にとっての中国はもはや社会主義

体制の国ではなくて、経済的発展を遂げつつ

あるアジアの大国という感じですかJ

吉 野  「そうですね、大国であり、なおかつこれから
躍進しそうな国っていうイメージがあった

と思います。中国だけじゃなくてNIESと か

アジアの他の国々もそうだったと思うんです

よ。やっぱりこれからはアジアの時代なんだ

なと、多分マスコミなんかもいろいろ言って

たから、そういうのを刷り込まれてたのかも

しれません」

マーゲル  「ちょうど新しい世紀になったときに通って
たんですね、学校に。なにかありましたか、

新しい21世紀になったっていう、何か」

吉 野  「ちょうど僕なんかが入学した頃に通貨危機
が起こってアジアの経済がいったん停滞した

んですね。それまで躍進する地域っていうイ

メージだったんですが、逆にそこでちょっと

冷静になれて、国際関係論を学ぶ Lでは退屈

ま甲  り||

舘 野
1甲  り||

舎官  里予

しなかったです」

「舘野さんは何年 ?J

「私は2003年入学です」

「それはどんな年でしたかJ

「私が高校 2年生のときにアメリカで同時多

発テロがあって、飛行機が突っ込んで、それ

詐   黛   C)   季   :   こ   警

含官里予麻未 (たての まみ)

現在、国際文化学科4年です。入学以来、

アジアがますます好きになり、アジアに

惑わされています。アジアに手招きされ

ると、ら、らっと一人で旅に行きます。今

後もアジア人として、パフワルに生きて

いきたいです。

晰

瞑

91



で修学旅行はほとんどみんな延期になったん

ですね。そういう年で、なんかあるぞってい

う、その衝撃は忘れられない。世界は今どう

なってるんだろうっていうのが、とても気に

なってましたJ

押 川  「それでこの学部で何を学ぼうと思ったので
すかJ

舘 野  「私は漠然と世界のことを知りたいなという
ことでここに入りました。外国の文化とかを

知っていけば、世界の人とみんな仲良く生き

ていけるんじゃないかって当時は思っていま

した。文化とか言語とか宗教とか学べば別に

飛行機突っ込まなくても、もっとみんな仲良

く笑って暮らせるんじゃないかってJ

il「 I.~菟 L所 妻 薦 基 匹亨 薄 ＼ :」フ :ズ

¨

磯

押 川  「今までの二人のお話でも、この20年 の間に
世界やアジアが大きく変ったことが伺えます

が、では、この大学あるいは学部でどういう

変化があったか、何が変って、何が変らずに

きたのか、そのあたりを、片岡先生から。大

学で 20年 PHl教えてこられて、学生の気質と

かそういうものも含めて、変わってきたもの

ってありますかJ

片 岡  「だから、国際って言えばまず地域研究学会と
いうかな。藤田さんなんかが入ってきた頃か

な、天安門があっのは」

藤 田  「天安門は私が入った後です。89年 6月 。小島
先生が急速授業で取り上げたり、中国の留学

生が集会をしていたのを覚えています。J

片 岡  「それでね、エスニック料理祭あるでしょ、あ
れをそんな時すべきかどうか問題になったん

ですよ。中国がそういうふうなときに…J

新 納  「お祭り騒ぎでいいのかという、ごくまともな
発想が出てくる…J

押 川  「ちょっとその前に、今年、アジアミックスが
19回 日ですね。学部の歩みとほとんど同じ

岡

納

片

新

新 納

片 岡

新 納

l甲  り||

藤 田

片 岡

す甲  り||

新 納

片  岡

ま甲  り||

片 岡

ということで、その経緯というのを誰か」

「あの当時、2年 目に、文化学科主任だった大

野先生が高坂駅の線路の向こう側に下宿を構

えたんですよ。三階建てのアパー トの三階。

そこで留学生なんかもよく集まって、料理を

作ったりしてたんだけど、これ学校でやろう

よという話になって。第一回目をやったのは

秋だったと思うんですけど」

「今、学科事務室があるあたりJ

「でも、第一回日というのは幻なんですよ。数え

られてない。あれは大野先生の台所から運ん

だんですよ、鍋を二つ作って。アジミ(アジア

ミックスのこと)は翌年から始まったんですJ

「古海さんが今いらっしゃる部屋はもっと小

さかったんじゃなかった ?J

「あそこに電熱器いれてね。それから翌年に初

めてやった。で、モロヘイヤっていうのはあ

の時初めて食べた (笑い)。 あれ以来未だに

モロヘイヤ出すんだからね。うまかないのに

さ」(笑い )

「キャンプラ(キャンパス・プラザ )でやるよう

になったのはいつから?J

「私が 2年生の時はまだ、進明堂、本屋さんの

上で」

「あれは違う、あれはダンスパーティー。『あ

なたに狂う踊りのタベ』とかいっちゃってJ

「模擬店みたいなのを作って学生に振舞うと

いう今の形が整ったのはいつごろ ?」

「4年 目だと思いますよ。3年 目に組織作りを

やったんです、1988年 に。ちょうどその年

に初めて現地研修に出発したんですけど、3

年生がね。その時に出発する時に僕が宿題を

置いて出発した記憶が残ってんのよ、『これ

やつとけ』って。で、篠田先生がイヤァな顔

したのをまだ覚えてますよJ(笑い)
「地域研究学会ができたというのは、ほら、学

生からお金を集めますよね、年に 2千円、4

年で 8千円。それで、当時の学部長の大野先

生がおっしゃるには、他の学部はそのお金で

紀要を作って部屋の中に置いとくから、その

8千円は学生に還元されない。教員が書いた

ものなんか、後になるとゴミ同然だってJ

「今でもそうですねJ(笑い)
「国際の中で学生と教員で何か作った方がい

いんじゃないかということになって、教員 8

名、学生 8名で組織作ったんですJ



「

押

片

川  「それが地域研究学会 ?」
岡  「そう、地域研究学会。その中に研究班をいろ
いろ作り、それぞれ 5万円ぐらいずつ予算を

付けた。エスニック料理祭では実行委員会を

組織したわけですJ

川  「藤田さんはそういうのに関わった記憶はあ
りますかJ

藤  田 「私は直接的にはないんですけど、まわりが動
いてて、先輩達が組織を作って、何でも手作

りなんですけれど、そういうのが見られてお

もしろかったですね」

「3期生ぐらいから学生のまとまりがでてき

たんですよねJ

「はい、そうですね。1期生が案を作って引っ

張って、その下で動くのが 2期生。私達 3期

生は下っ端みたいな、下っ端の世代J

新 納  「当時はね暴走族がまだ流行しててね。うちに
もエンペラーが何人もいたんですよ。それが

なかなかよく活躍したんです。だから、初期

のね、地域研究学会のしぶとさっていうのは、

暴走族なんだよね。『中国でこういう事態が

発生してるのに遊んでちゃいかんだろ』って

エンペラーが言いだしたんだよね」 (笑い)

押 川  「説得力あるな。舘野さん、エンペラーってわ
からないでしょうJ

舘 野  「え、始皇帝 ?」
押 川  「いやいや、エンペラーって、昔有名な暴走族

1甲   り||

グループがあったの」

「いろんな支部があって、ここが埼玉支部で。J

「そのへんうるさかったですよ。J

「夏になるともう、この峠のところが、今はき

れいな道になったけど、あれグニャグニャだ

ったんで、あれが楽しくてみんなやって来る

んだJ

「それが天安門のような事件が起こってる時

に遊んでる場合かって、アジアと結びつくの

が実におもしろいね」

「それでね、地域研究学会が進んでいくにつれ

て、総会がまだ開かれてなかったんですよ。

で、そのきっかけっていうのが、語学の選択

で嬬恋に行ってたとき、地域研究学会で活動

している小南君とか葛城君とかのグループ

が来て、ちょっと、来てくださいって。行っ

たら学生が 7、 8人いて、ガιずらっと並べて、

先生座ってくださいって。我々、地域研究学

会でやってるんだけれども、総会がまだ一回

片  岡
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も開かれてない、これはどういうことなんで

すかって。いや、元気ありました。それでそ

のときに、『なんとか状』を私に寄こしたん

です。これで考えてほしいって。たしか葛城

くんの名前だった。それから地域研究学会の

総会が開かれるようになったんです。とにか

く元気があった」

‐
  現 地 研 修    |
「さっき話の中に出てきた現地研修ですが、ど

ういうことで現地研修がカリキュラムの中に

組み込まれたのか、誰かご存知で」

「いや、それは最初から組み込まれてたんです

よ。ここに赴任した時に一番最初に受け取っ

た書類の中に、私の場合はもう、あなたは韓

国担当なんだから韓国の提携校を探してくだ

さいという紙が入ってましたよ。J

「実際に始まったのは何年目から。」

「実際には、だから3年生が行ったわけですか

ら、88年が第 1回」

「カリキュラムの中でどういう位置づけだっ

たんでしょうJ

「大野先生の話ではあれは素人が作ったから

できたんだと。プロだったらこんな発想なか

った、こんな無謀なことやんないよねって (笑

い)、 嬉しそうな顔してたけれど、こっちは走

りまわされましたよ、交渉はどうするってJ

「確かに素人が作ったというのはわかります

よ。それで、現地研修は学生にどういう効果

を持つと期待されてたんでしょうJ

「やはり、行けば刺激になるという、行ってか

ら始まるんだというんで、3年ってのは遅す

ぎるという議論は最初から出てきたんですよ」

「2年生が行くというふうになったのはいつ

から?」

「第 1回のカリキュラム改定後だから… 5年

目か 6年 目ですよJ



勒

す甲  り|| 「新納先生と片岡先生はアジア研究者だから

ともかく、樋口先生は東南アジアに学生を連

れて行くなんていう経験は・・・」

(笑い)「まったくないんです」

「そういう先生がアジアに学生を連れて行く

というのはどんな感じ」

樋 口

l甲  り||

樋 口  「個人的にはエジプトも行ってたし、あちこち
行ってましたけど、最初の就任の時の条件で、

これ絶対に行って下さいって。そのときはど

うしようかと思ったんですけど、まぁなんと

かなるかなって。で、私が一番初めに行った

のはパキスタンだったんですけども」 (笑い)

新 納  「よりによってねJ
樋 口  「そうなんです。どうしてパキスタンに行くこ

とになったのかというと、本来行くはずのイ

ランが戦争状態で、それで結局パキスタンに

なったのですJ

押 川  「イラン・イラク戦争がまだ続いてたの ?」
樋 口  「はい。パキスタンのカラチ大学のベルシア語

科に頼んで、パキスタン組と一緒に行ったん

です。もうお辞めになった柳沢先生がパキス

タン組を20人 ぐらい、私がイラン組を 10人

くらい連れて、30数 名の大所帯でカラチ大

学に行ったんですJ

押 川  「カラチ大学でペルシア語の授業を ?J
樋 口  「そうなんです。ところが実はパキスタンも相

当危なかったんです (笑い)。 宿舎のホテル

からカラチ大学までバスで行くんですが、厳

重に警護されていて、大学の構内に入ったら

絶対に学校の外に出るなと。授業の後もどこ

に行くのもみんなバス。ご飯も全員そのバス

で行って食べて帰ってくる。一人での外出は

禁止というふうでしたねJ

押 川  「マーゲル先生はどこに行かれたのですか、最
初は」

マーゲル  「1989年にインドネシアに行きまして、記憶
に残ってるのはホテルですね。ホテルはアン

グレックホテルといって、バンドンにあるん

ですけど、汚くてゴキブリいっぱいいるんで

す。学生がね、廊下にゴキブリレースコース

作るわけですよ (笑い)。 お金を賭けてたか

どうかは知らないけど。あまりにも汚かった

から、日本に帰ってきてすぐ、来年違うホテ

ルにしろと頼みました。現地研修の最初の思

い出がゴキブリっていうのはちょっと何です

が、僕は生き生きとした気持ちで行って来た

■ヽ
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んですよ。学生と一緒に行きたくて、自分に

とっても新しい経験になると思って。だから、

‐ 現地研修っていうのはほんとに楽しい経験で
す。それから教員が学生の立場に立たないと

いい現地研修はできないと思うんですよ。学

生と同じ精神で行ってこようっていうのは大

事じゃないですかね。そして帰ってきたらそ

の現地研修のクラスの中にその国に留学する

学生がいるから、そのために行ってると思う

んですよ。刺激を受けてこの国にまた行って

来いって言うんですよ、僕はJ

川  「藤田さんは現地研修は何年ごろですか」
田  「当時は必修で、1990年。今は別のところだ
と思いますが、その頃はインドのアラハバー

ドというところに行ってました。3年生にな

って初めて現地研修に行って、地域言語も英

語もちゃんとやっておけばよかったと思いま

した。現地研修が 2年生になると聞いてその

方がいいかなと思ってました」

川  「現地研修に参加するということは、アジア
との関わりのターニングポイントになるとい

う、そんな感じがしましたか」

田  「そうですね、その頃は現地研修が初めてのア
ジア体験という人が多かったと思うんですよ

ね。しかもグループで行って。個人では行け

ないような大学や施設を見学したり、大使館

の方のお話を聞いたりしましたが、そういう

ことがとても興味深かったですね」

川  「吉野さんはどこ行ったの ?」
野  「北京大学。楽しかったです。ちょうど99年
に行ったんですよ。中国建国 50周年の節目

の年で 。・・。やっぱり当時中国伸びてて、

北京大学の周りも高いビルがどんどん工事

中。大学の周りでご飯とか食べるんですけど、

もうここの店来月でおしまいだって。なぜっ

て聞くと、でっかいビルが建つからって。中

国が急激に変わる時期に行って、中国のエネ

オ甲

藤

抽町
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ルギーを感じたっていうのはすごく大きなこ

とですね。夜出歩いていると、ちょうど50周

年のパレードの演習をやってて、地下鉄もバ

スも止まっちゃうから帰れなくて、しょうが

ないからそのまま繁華街の居酒屋で朝まで飲

んで、そういういい思い出はあるんですけど

(笑い)。 焼き鳥屋とか小龍包屋で朝まで飲ん

で、8時から授業に参加するみたいな、そん

なむちゃくちゃな現地研修で、怒られたんで

すけど。・・J

川  「舘野さんはどうですか ?J
野  「私は現地研修は行ってませんが、留学をしま
した。2005年から今年の3月 までJ

川  「どこに ?J
野  「インドのジャイプールです。いろいろ大変な
こともありましたが、現地研修の提携校なの

で先生方は大束のこともご存知で、そのあた

りは楽だったかなと思います。あとは、今年

の 2月 に 2年生が現地研修に来たとき一緒に

行動したので、自分も現地研修に行ったよう

な気分になりました」

川  「現地研修に参加した人数を調べてみますと、
去年 2005年度までで 3,373名 なんです。こ

の3,373名がさしたる事故もなくやってこれ

たというのは、やはり引率の先生達の皆労も

大変なものがあったと思いますねJ

納  「何回か放り出そうとしたことあるね (笑い)。
もう、こいつら置いて俺だけ帰ろうかと」

川  「そのあたりのこと、樋口先生、何かあります
か ?J

樋 口  「ありますよ。パキスタンに行った時ですが、
8時間ぐらいかかって着いたら夜中すぎてた

んですよ。それで、予約しているはずのホテ

ルに行ったら、全室満員なんですよ (笑い)。

それから空いたホテルを探し回って、やっと

泊まれるホテルに着いたのが夜中の 3時です

ね。で、学生をそれぞれの部屋に割り振って、

寝られたのは大体 4時。すぐに 6時に起きて、  :
つまり8時くらいに大使館に行く予定が組ま

れていたので、あれは大変でしたね。とにか

くその手の騒動はいっぱいですよJ

押 川  「マーゲル先生は ?J
マーゲル  「やっぱり、一昨年の上海の現地研修。44人

だったから。そして 4週間が 5週間になった

んですけど、それは 1人の学生が帰る前日に

自分の貴重品をパスポート含めて盗られちゃ

ったんですよ。それで私はほとんど眠ってな

いですね、その 5週間。44人だったから、毎

_ 日病人が出て、特に 2、 3人の女子学生が点
滴とか栄養剤とかいろいろやってましたけど

も、なかなか治らなくて。それで、僕はすご

く生真面日ですから心配で心配で眠れなくな

るわけですよ、その学生のことを考えてるか

ら。だから日本に帰ってきて、あんな疲れた

の初めてですよ、人生でJ

押 川  「新納先生、何かこれはちょっとまいったなと
いうことありますか ?」

新 納  「一回だけね。ヴェトナム引率で帰ってくる
時、ヴェトナム・エアーがオーバーブッキン

グしちゃったんですね。こっちはリコンファ

ームまで全部してあって、それをしてないっ

て彼らは主張したけど、してる書類が出てき

ちゃったんだよね。ハノイの大学が手続きし

てたわけだけど、社会主義だから、国家大学

っていったって、空港のマネージャーの方が

格が上なんで交渉にならない。これは自分で

交渉するしかないと判断してね、学生にこれ

からここを占拠するぞって (笑い)、 ヴェト

ナム・エアーの事務所。学生が占拠ってなん

ですかというから、とにかくお前らここに居

て立ってろと、ニコニコしちゃいかんとか言

って (笑い)。 そしたら同じような目に遭っ

ていたアメリカ人とかカナダ人とかが数名い

てね。そのアメリカ人がよく知ってて、ビエ

ンチャン経由でバンコクに行ける飛行機があ

りそうだと言うんですね。こっちはちょっと

精神的に危うくなってる女子学生を抱えてた

んで、早くヴェトナムから出て、タイあたり

まで行けば何とかなると思ってたから、とに

かく出ようと。ヴェトナム・エアーはビエン

チャン行くならその便に乗せる手配はするけ

ど、そっから先は知らんという話で。で、ビ

エンチャン着いたら、何でお前らここに居る

オ甲
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押 川  「では、話題を変えまして、この 4月 に、文部

んだって話になるんだよね。まぁラオス・エ

アーのおばちゃんの機転でとにかく最終的に

は解決したんだけれども。で、ようやく空港

の職員を説得して、さぁ行くぞって振り向く

と学生がいない。『どこ行った』って言うと、

『珍しい飛行機があるというんでみんな向こ

うに写真撮りに行きました』 (笑い)とかさ。

こっちはもうハラハラドキドキで、下手すり

ゃビエンチャンに足止めでね、ラオスにあい

つ何しに行ったんだって (笑)J

「いや、その当時ね、ラオスのビエンチャンに

行く日本人なんてごくごくわずかで 。・ 。そ

れで、どうやって帰ったの ?J

「最終的にはビエンチャンから、バルカン・エ

アーに乗っかって」 (笑い)

「何エアー ?J

「バルカン航空 (笑 )。 リースのバルカン航空

がラオスからバンコクに飛んでた。結局バン

コクには 5時間遅れで着いたわけですよ。で、

そのときに僕がちょっと嬉しかったのはね、

もう夜遅かったんだけど、ホテルまで行くと

きに、もう12月 に入ってて、バンコクはライ

トアップするんだよね。木に豆電球を付けて、

クリスマスの飾り。空港から街中に向けてず

―っと。それでね、皆ワーワー喜んでたんで

すよ、最初のうち。そしたら急に静かになっ

た。どうしたんだって言ったらね、『ベトナム

が恋しいです』って (笑 )。 ベ トナムは夜は

真っ暗なの。もう8時過ぎたら、とにかく街

中真っ暗だよ。僕は学生を『お前ら暗いから

といって怖がんな』と言っていつも引っ張り

出してたけど、それでも本当に真っ暗で、電

気そのものがね。それでおかしくなりそうな

のもいたんだけども (笑 )。 それがバンコク

でね、『今はじめてベ トナムを愛おしく思っ

てます』ってね、それが俺は嬉しかったんだ

よね。そうだ、こいつらチャラチャラやって、

よっぽどもう置いて行こうかと思っていたけ

ど、ああそういうことがあるんだと思ってねJ

科学省が募集した『特色ある大学教育支援プ

ログラム』に国際関係学部が『アジア理解教

育の総合的取組』という名称で応募している

んですが、その中に四つの大きな柱がありま

士
口
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す。一つはアジアの地域言語教育。二つ目は

地域研究カリキュラム。例えば東アジアの歴

史であるとか経済であるとか、その地域に密

着したカリキュラム。三つ日は現地体験型学

習。これは端的には現地研修と、そのあとに

ある留学ということですね。四つ目が学生に

よる企画 。参加 。実行型の活動。これは大学

が設定してるカリキュラムの外にある学生

の活動ということで、地域研究学会の活動、

Asia Mixな どが入るわけですね。この四つ

目の、学生による活動の中で大きな柱に成長

してきたのがアジア言語によるスピーチコン

テストです。これは藤田さんの時代にはまだ

なかったんですけども、1998年から開かれ

て、今年が 9回 目になります。これはあとで

吉野さんにお話を聞きたいと思いますけど、

1998年 に、当時の小島麗逸学部長から、ど

うも地域言語が教室だけの勉強になってるの

で、何か学部にふさわしい、教室外の活動を

立ち上げてくれないかというふうに言われま

して。そこで、アジァの言語によるスピーチ

コンテストがそのひとつかなぁと思って。そ

の当時、確か 2年生だったと思うんですけど

も・・・吉野さん 1年生だった ?J

野  「1年生でしたよJ
川  「すごいなぁ、1年生。吉野さんと、それから
もう 1人、内野さんですね」

「内野がやったんですよJ

「片岡先生はその 2人 にどういう経緯で話を

持ってったんですか。小島先生から話があっ

た ?J

「なかったです。その発端は 3月 の懇親会の

帰り、服部先生がよく行っておられたアトリ

エつていうお店に服部先生と何人かで行った

わけ。石田先生と広瀬先生とそれに私の 3人

で、『なんかしない ?』 ってことになって。そ

れでスピーチコンテストってどうだろうねっ

野
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てことになった。それで地域研究学会に持っ

てったら、阿部君や姉崎さんがいたんだけど、

はじめのうちあんまり乗り気じゃなくて。夏

休みの前に運営委員会で何回か話したんです

けど、どうなるかなぁって思ってたわけ。そ

したら秋日になって、全体の動きが出てきて、

形ができたんですよJ

「地域研究学会に話がきた時、吉野さんはそこ

にいたの ?J

「僕はいないですよ。地研 (地域研究学会)で話

があったとき、当時の阿部さんとか姉崎さん

はあんまりやる気じゃなかったんです。そした

ら、僕の友人の内野が、誰かがやらなきゃいけ

ないだろうって話になって。そしたら姉崎さん

がウッチー (内野)に『イベントをやると、女

の子にもてるよ』って言ったんすよ。そしたら

ウッチーが『やる』って言い出して (笑 )。 で

も結局、10月 か 11月 か、代表は決まってるけ

ど、実際にイベントって『何をやればいいの ?』

ってなって。当時、僕はAtt Weekの催しをや

ってたんですけど、ウッチーに『ちょっと助け

てくれよ』って言われて、立看板作ったり、当

日のシナリオを作ったりしたのが、僕のスピコ

ン(ス ピーチコンテスト)との関わりの最初。だ

からスピコンに関わったのは本番の 1週間ぐ

らい前からだったんですJ

「あの時に学生は凄いなぁと思ったのが、進行

表があるでしょ、あれを見たんですよ、舞台

の上で、本番の前日、私は。進行を全部想定

して、この次はこれ、その次はこれって書い

てある。鉛筆書きだったけどJ

「鉛筆書きでしたJ(笑い)
「あのときは、僕の記憶では、出場者全員が壇

上の椅子に並んで座っていて、順番がくると

前に出て行ってスピーチをするというやり方

だったJ

「のど自慢スタイルでしたね」 (笑い)吉 野

ま甲  り||

す甲  り||

吉 野

「だけど準備期間はそんなに短かった ?僕は
何回か打ち合わせしたという記憶があるよ。」

「打ち合わせは確かに。ただ作業は本当に 1週

間かかってないですよ。進行もはじめの挨拶

があって、スピーチがあって、表彰式があっ

てっていうような、特に難しいことはやって

なかったですねJ

「その後、吉野さんは総合プロデューサーとし

て 2回関わったわけですが、ちょっとそのあ

たりをJ

採』紐 闊 糎 柵
:
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吉 野  「第 1回がけっこう盛り上がって、第 2回 も
やらなきゃいけないっていうので、『じゃぁ

僕やりますよ』って言ったんですけど。第 2

回は第 1回とそんなに変わってはいないんで

す。1年生の岩倉祥光君とか鈴木佑輔君とか

の意見をいろいろ入れてくと、コンテンツが

充実して、第 3回で一気に広がって、それが

今のスピーチコンテストのたぶん原型になっ

てると思います。第 3回でいろんなものを取

り入れたんです。前座とか、英語とか、音響

とか、照明とか。語劇もあるし、スピーチも

もちろんですけど。僕らもともと何も持って

ないですから、2000年 の夏に外大に行った

んですよ。外大の語劇祭の実行委員会に。そ

こで実行委員長に『なんでこんなに盛り上が

ってるんですか ?』 って訊いたら、その実行

委員長が、『やるのが当たり前になってる。だ

からみんなで盛り上げるんだ』ってことを言

ったんですよ。やっぱり、うちもそういう環

境を作らなきゃいけないなと思って、そのた

めにはイベントはスピーチだけじゃなくて、

もっと他のことも取り入れていかないと。そ

れで、スタッフだけで40人 とか 50人 とか、

さらに語劇で 10人 とか 15人 とか、イベント

の関係者だけで 100人 ぐらい。他に80人 ぐ

らいはスピーチと予選会に出てます。当日も、

芸能人を呼ばずに記念講堂を満員にしたって

いう記録も残っていて、そういう意味ではあ

の第 3回っていうのはひとつの大きな出来事

だったなと思いますJ

「2004年度の卒業生に対してアンケートを取

ったんですが、Asia Mixや スピーチコンテ

ストにスタッフや出場者として参加したこと

があるという人は約39パーセント。全卒業
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かの形で関わっているということで、大変な

ものだと思います。舘野さんは出場しました

よねJ

舘 野  「私は 1年生と2年生の時、2回出ました。あ
れだけの人数の前で自分ひとりで発表するっ

ていうのはけっこう度胸がつくっていう感じ

オ甲  り||

でした」

「1年生のときも、2年生のときもやっぱり緊

張するんですか?J

野  「そうですね。でも、やはり2回目の方がまだ
気持ち的な余裕っていうか、余裕まではいき

l甲  りII

ませんけども・・・」

「タイトルは ?」

「1年生のときは、私がボランティアをしたと

きのことを言って、2年生のときは人々との

出会いというテーマでした。J

「実際に壇上に立つと、大体 300人 ぐらい観

客がいて、その前でヒンディー語でスピーチ

をするというのは、快感みたいなものがあ

る ?」

「その快感が忘れられなくて、また出るってい

う気持ちにさせてくれたんです。達成感とい

うか、凄く気持ちいいっていうのが、嬉しか

ったですねJ

舎官  里予

野  「作ってる側としてはこう言ってもらえると
嬉しいですよね。リピーターが来てくれると。

で、舘野さん、スピーチコンテス トに出た後

に留学したんですよね ?J

野  「そうです、はいJ
川  「我々の考えるコースとして、1年生 2年生で
地域言語を学んで、スピーチコンテストや現

地研修に参加して、その延長線上で留学とい

うコースが一番理想的な形ですね。その意味

でも、スピーチコンテストの意義は大変大き

いと思います」

野  「スピコンてみんなに刺激を与えると思うん
ですよね。ノッてくるって言うか、ちょっと

舘
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酔う。アジアに酔うみたいな、そんな感じが

したんですね」

「藤田さんの時代にはこういうのはなかった

けれども、どう思いますか。」

「やはり、使う場所があるということが語学に

はとても大事なことだと思うので、すごくい

まレベルが上がってるなぁと思いました。」

「一昨年、ホームカミングデーをスピーチコン

テス トにぶつけてやったときに、第 1期生、

第 2期生が来てくれたんですが、昼間はスピ

ーチコンテストを観賞して、自分たちの頃と

比べて語学のレベルが格段に上がっていると

感心していましたねJ

「一部の人のレベルを上げるというんじゃな

くて、全体的に、底辺が上がってるなって感

じがすごくしますね。」

「最初の年と次の年に 1年生が大賞を取った

んだけど、あれ以来出てないね、大賞という

のはJ

「細野さんと小池さんですね」

「細野さんはヒンディー語でね。その当時、大

賞というのは、部門別の、例えばヒンディー

語とかウルドゥー語とか各言語ごとの優秀賞

と、観客が選ぶ観客賞と、それから学部長が

選んだ学部長賞と、この 3つを一人で取った

人に大賞が与えられたんです。1回 目も 2回

目も 1年生で、小池さんは中国語で取った。

彼女はその後北京大学に留学しましたね。そ

れ以来、大賞は出ていなくて、1年生が優秀

賞をとるということもなかなかない」

「最初は、やったもん勝ち的なところがあっ

て、アピールするのが上手かったんですけど、

第 3回 日以降全体のレベルが上がってきて、

差をつけるが難しくなってきたんですね。だ

から、大賞が出ないのかもしれません。J

「小池さんの場合、どっちかって言えば動きが

あった」

「歌、歌いましたよね」

「それから、例えばベ トナム語の野村梢さん

なんかは、最初に出たとき、スピーチの真ん

中ぐらいで、頭真っ白になったの。壇上に立

ったまま、こうやって、最後までね、何にも

出てこない。で、最後に頭下げて、退場して。

それで終わらないで次の年も出た。次の年は

堂々とJ

「賞取りましたよ。いまアメリカとかカナダに吉  野
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行ってるみたいですよ。『環境を学ぶ』って」

「海外へ行きたいっていう相談を受けたこと

もありました。何回も研究室で」

「いろんな学生がいたわけですが、ちょっと先

生方に印象に残った学生について。その学生

をめぐるエピソードとか、何かありますか ?

片岡先生から」

「印象って言えば、個人個人よりもみんなの動

きの方が印象に残ってるなぁJ

「私も個々の学生というより、『昔はこうだっ

たなぁ』っていう全体での思い出の方が強い

ですね」

「どの時代でも『近頃の若いもんは』という

言い方をしますが、一方では、『20年 ぐらい

ではそんなに人間は変わらないよ』という言

い方もあるわけですね。そこで、この20年間

で、学生は本当に何か変わったのかどうかJ

「それはなんも変わってないね。僕は「学生」

との付き合いは学内に限ってて、外に出ると、

学生と教員という枠が取り払えるときしか、

一緒に飲まないので (笑 )。 その付き合いを

した人間だけが残りますね。そういう付き合

いというのは、そう変ってないと思うねJ

「マーゲル先生J

「この20年間、何と言っても、英語の授業に

関して言えば、学生の素晴らしい想像力はぜ

んぜん変わってないと思う。学生が自分の想

像力で考えて、自分の言い回しで言えるよう

になるっていうのが、本当に嬉しいですね。

授業中にできるだけチャンスを与えて、『こ

ういう場合、どう言えばいいの?言い方は
一つだけじゃないよ。いろんな言い回し使え

るから、考えてみて、言ってみて』つて言うと、

必ずいろいろ考えてくれて。素晴らしい想像

力ですよ。もう一つ言いたいのは、どの学生

にも4年の間に必ず喜びの時がやってくると

いうことです。喜びの顔はっきり憶えてるん

ですよ、この20年間。例えば、『先生、内定貰

ったよ』って言う時。あるいは卒論提出で、

判子貰う時。泣く学生もいるんですよ。そし

て、なんと言っても僕は留学関係の仕事が多

いですから、行く前と帰ってきてから、ほと

んどの学生と話すんですよ。『先生、私、留学

して良かったよ。私の人生変わったよ。もの

豹 ∫
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片

の見方変わったよ』その喜びの時の、その瞬

間の学生の顔が忘れられないと思う、私は、

‐ ずうっと。幸せですよ、本当にJ
川  「片岡先生、なにかJ
岡  「やっばし、学生を中心に学生が動く場所、地
域研究学会だったら地域研究学会の会館、そ

ういうものがないと片手落ちになるんじゃな

いかなと思います。そういう場所で自分で喜

びを見出す。自分で見出さない限り、人から

言われたんじゃぁ、喜びになんないと思いま

すよ」

「そういう点で言えば、やっぱり第 1回の卒業

式だね、忘れられないJ

「綱引きやったんですよね。それから、鏡割り

もあったっていうJ

「東松山でやったんですよねJ

「板橋でやるんじゃなくて、学生たちがこっち

でやりたいと。ダンスパーティーもそのとき

にやりましたよ。その当時はなんと言っても、

こんな扇子をパラパラする時代だったんだか

ら (笑 )。 だから毎年のように、進明堂の 2階

でダンスパーティーをやっていましたJ

「じゃぁ藤田さんは経験した 。・・」

田

納

藤

新

新 納

吉 野

オ甲  り||

藤 田

片  岡

「はい。そのとき民族衣装をお借りするんです

けど、どういう風に着たら格好いいのか、見

たこともないんですよね。写真残ってますけ

ど、着方間違ってるんですよ (笑 )。 スカート

をマフラーにしちゃってて (笑 )」

「同じダンスパーテーでも『ほかとは違うん

だ』っていう認識があったわけ。『我々は民

族衣装を着てするんだから』っていうのが、

あったんだよねぇJ

「そうです。それを着て、国際の授業じゃない

ところにデモンストレーションに行くんです

よ。そうすると、『なんだ ?』 っていう感じで

他の学部の学生が見て。学部ができたばっか

りで、どういうふうに国際関係学部らしさを

]

藤  田

‐
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アピールしていくかということにとても熱心

だったときなので、そういう形になったのか

なぁと」

片 岡  「進明堂の上の学生談話室がありますよね、あ
そこは釘を打っちゃいけないんですよ。それ

を木次谷君だったね。垂木でぜんぶ 。・・J

新 納 「要するに大道具。秋田の木次谷という、こい

つが何でもとにかく、『デカイもんは任して

ください』って (笑)J

「ちゃんとライトも、ピカピカするのがありま

した・ 。・」
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「壁に全部、垂木を網の目のように張り巡らし

て。そこに£J打 って、あらゆるものを引っ掛

けた (笑 )」

「この学部ができて 20年。国際関係学部の伝

統、もしそういうものがあるとすれば、それ

はどんなものだと思いますか ?吉野さん。J
「伝統は、自由ですよね。4年間本当に自由だ

から、自分で何かしないとあっと言う間に過

ぎてしまいますよねJ

「一般に大学は自由だと思いますけど、その中

で国際関係学部が特に他と違って自由だと思

うところある ?J

「自由だと思うところは・・・授業に出なく

てもいいとかですかね (笑 )。 ちょっと言葉

では言い表せないですけども、自分で自分の

国際関係学部を作れるみたいな、そんな雰囲

気はありますよね」

「吉野さんが入った年が、学部ができて 10年

ぐらい後で、まだその段階でも学生が国際関

係学部を作っていけるという、そういう活動

を許容する自由さというものがあったという

ことですねJ

「そうですね。学/Fが何か無茶なことをやろう

としても、それを許容できるってことが、良

い伝統だと思いますねJ

「藤田さん、いかがでしょうか ?」

「入学式の日に、当時学部長だった大野先生が

『授業に出なくてもいいから、学校に来なさ

い。学校に来て、あなたの楽しいことを見つ

けなさい』っておっしゃったのが、今でも忘

れられないですね。大学生活ってのは勉強だ

けじゃないよっていう。それから、大学で専

門に勉強したことが直接活かせなくても、普

通の生活の中で、人と交流するときでも、子

供を育てるときでも、仕事や何かの雑談の合

オ甲  り||

藤  田

オ甲  り||

舎官  里予

間でもいいんですけど、そういうときにちょ

っとアジアのプチ博士というんですか、すで

に3,500人近く現地研修に行ったということ

で、そういう底辺が広がっていくってところ

が伝統じゃないかなという気がしますねJ

「それは非常に嬉しいことでしてね。今年、文

部科学省に出した『特色ある大学教育支援プ

ログラム』の申請書に、こんなことが書いて

あります。『アジアと関わる卒業生』という

項目がありまして、大東文化大学国際関係学

部の教育の目的というのは、例えば、政治家

や外交官といった政策決定者を育てるのが主

な目的ではなくて、アジアヘの共感を抱きな

らが、アジアと同じ目線を持って、それぞれ

の場で一―それは職場でもいいし、働いてい

ない主婦でもいい一―自らの工夫と努力でい

ろんな活動を切り開いていける力を育てるこ

と、それが我々の教育の目的であると。実際、

例えばアフガニスタンやパキスタン、あるい

はベ トナムでNGOの活動をしている人がい
ます。本当に多彩な卒業生が出ているんです

が、いま藤田さんがおっしゃったことは、我々

の20年 間の教育の一つのあるべき姿を示し

ていると思いますJ

「アジアのことを学ぶというのは、多分、いろ

んな価値観を学ぶっていうことだと思うんで

す。一つの国の中で宗教が違ったり、言語が

違ったり、民族が違ったりして、そんな社会

で人々がどういうふうに上手く生きていくの

かを学ぶのは、異なる考え方をする人とぶつ

かったときに、自分がどれだけ主張して、相

手のことをどれだけ認めてあげられるのかと

いうことにつながると思います。大学を出て、

実際に私が仕事をしたときに、それはとても

役に立ったような気がしますねJ

「在校生にとっては伝統といっても難しいと

思いますけど、舘野さんはどのように感じま

すか ?J

「私はこのキャンパスで 3年ちょっと過ごし

てきたんですが、いつも思うことは、国際の

人は所属意識が強いということですね。他の

学部の人は 2年で板橋に行って、私たちだけ

4年間ここに残るっていう仲間意識が伝統

で、すごくいいことだなぁって思います。J

「それは他の学部の先生方からもよく言われ

る。ある種の羨望を込めてね。『国際関係学

オ甲  り||
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部の学生は学部に対する帰属意識が非常に強

い』と。それから、学生と教員の接触の時間

と空間が、恐らく他の学部の教員と学生の関

係よりずっと濃厚で、これは大切にして行き

たいと思いますねJ

「独特な雰囲気ですね」

「垣根がないですよね。教員と学生の垣根がな

い。国際と文化の垣根もない。学生間の学年

の垣根がない。普通に4年生と 1年生が知り

合いだったりして、いろんなことやったりす

るってところが国際の良いところだと思いま

すね」

「確かに教員と学生の垣根はなくなってきて

いる。最近はタメロをきくとかJ

「タメロですか。さすがにそれは (笑 )。 それ

は放り出した方がいいっすよ (笑 )」

「その垣根をなくすのが、2ヽia MЫであったり、

Asia llVeekで あったり、スピコンであったり

する。交流の場が多いことが垣根をなくして、

みんなの帰属意識を高めるんだと思いますねJ

「おそらく教室の講義だけではこういう意識

は生まれないと思います。教室外のいろんな

活動が大事ですね」

「地域研究学会の建物、ああいう建物絶対に必

要でしょうね、学生にとって」

「伝統ということについて、新納先生いかがで

しょうか ?J

「教員の視点から見るとね、あんまりない方が

いいかな (笑 )。 学生にとってはあった方が

いい。いくつか僕も仕掛けたことがある。第

1回の卒業式の綱引き大会を伝統にしようと

思って、数人の学生と一緒にやったんですか

ら。それが 1年で潰れたというのは大変なシ

ョックで。この学校は伝統は要らないらしい

という (笑 )。 僕にとってはやっぱり、エリー

ト主義集団を目指してないというのが伝統だ

と思うんですよね。僕自身、アジアとの関わ

りを持ちはじめたときから、その意識を持ち

続けていたなぁというふうにJ

「樋口先生はいかがですか ?」

「やっぱりさっきおっしゃった自由ですね。本

当にみんな仲良く、先生と学生との垣根がち

ょっと無さ過ぎるときもあって困ることもあ

りますけれども (笑 )。 この前も授業で、『あ

なたはどこのゼミの学生ですか ?』 って訊い

たら、『～さん』って言うんですよ。先生をさ

ん付けで呼ぶのは止めた方がいいって言った

ら、『え、知らなかった 1』 って言うんですよ。

でもこの自由な校風は、例えば現地研修で何

週間かみんなと一緒に過ごしたりするうちに

できてくるものだから、どんどん伸ばしてい

った方がいいと思います」

「マーゲル先生どうですか ?J

「どの組織でも人間関係が一番大事だと思う

から、学生同士、先生同士、学生と先生との

間の人間関係が本当に上手くいってると思う

んですよ。夜遅くまで先生と学生が研究室で

やってるというのがねJ

「それは全学的な認識でもあるんですけど、第

二研究棟の右側が我々で、左側が他の学部の

研究室ですが、夜の 6時半以降の電気のつき

方が全然違う。右側の方が遅くまでついてる。

それから、学生が研究棟に入ってきて、どっ

ちに流れるかというと、左側にはほとんど行

かないで、右側に行く。そんな点も大事にし

ていきたいと思いますね。片岡先生いかがで

すか ?」

「伝統というほどでなくても、長く続けていく

ことが重要だと思うんですよ。そのためには、

繰り返すんですけども、学生の居場所、物理

的な場所が必要だと思いますJ

「あの、25万円で手にした」

「25万 円・・・」 (笑い)

「25万円を捨てたことで360万 円を得たんだ」

(笑い)

「ちょっと待って、その話・・ 。あの地域研究

学会の今の建物、あれは二代日ですよね」

「いや、いろいろ改修はしてますが、あれはあ

のまんまですよ。初代のまま・・・J

「そもそもあれができた経緯は ?」

「あれはね、92年頃かな、学部長がとにかく溜

まり場が欲しいよなって。じゃ要するに独立

した建物があればいいんでしょって。高坂周

辺歩き回ってたら、プレハブ、要するにまだ

工事やってて。飯場のプレハブがちょうど解

体中だったんで、訊いたんですよ、これ何と

かならないかって。そしたらもうほとんど廃

棄状態のものだから、25万でいいって。大野

先生連れてったら、びっくりして言葉を失っ

てたんで、ペンキ塗っときゃ結構きれいにな

りますよって (笑い)。 そしたらね、しばらく

考えてから大野先生がニタって笑って、これ
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「そう。あと、便所をね。外側に簡易トイレを

2年目か 3年 目に」

野  「あれもう使ってないですねJ
納  「中に入ってるときに倒したやつがいてさ (笑
い)。 『大丈夫だったか』って訊いたら、『`ltX

我はしなかったけど、臭かった』とか言って。

なにやるかわかんねえなってJ(笑い)

川  「日当たりはいいよねJ
野  「フェンスの向こう側の土手は夏なんか涼ん
でるといいですよJ

押 川  「昔は大学の自治会とか、ああいう活動は大体
地下のじめじめした暗いところだったから、

そういうイメージからすると、あそこはモダ

ンなところだな。J

でいいつて。で、その翌週かな、トラックで

運んでもらったんですよ。大野先生が管理課

連れてきてね、ここに建てさせてくれと。管

理課がそれ見てぎょっとしたゎけですよ。こ

んな汚ねえもの建てられたんじゃどうにもな

らないって。まだきれいな出来たばっかりの

大学で。それで翌年予算を作って (笑い)」

「で、その25万 円の飯場が・・・J

「360万 になったそうです。25万のはほとんど

廃棄して、管理課が納得のいく物をあそこ建

てたわけです。だから、最初はきれいにしとこ

うと、スリッパ買ってきてね。毎年磨いてた。

土足で入るやつを 3年 目に見つけたとき、頭

きたもんね。お前ら何してるんだ」 (笑い)

「吉野さんが活動した頃はもう年季の入った

建物J

「年季入ってましたね。床が二回くらい抜けま

したねJ

「何度か補修をしたんですか ?J

「私は一回だけ入ったことがあって、冬だった

んだけど、学生がコート着てるんですよ」(笑い)

「エアコンが入ったんですよ、いろんな紆余曲

折をへて。今は結構快適なんじゃないかなと

思いますけどJ

「国際関係学感日の未来
「いろんな話を伺ってきまして、そろそろまと

めに入りたいと思います。今回は学部創設か

ら20周年ですが、これからさらに10年、20

年と続いていく。先程この学部の伝統という

話がでましたが、伝統というのは決して古い

ものがそのまま残るというものではなくて、

ガー
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押
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その都度更新しながら残っていくものだと思

います。それで、そういう伝統を踏まえて、20

年後にこの学部がどんな学部であってほしい

か、あるいはどんなふうに変ってほしいかと

いう、大学と学部の未来像があればお聞かせ

頂けますでしょうか。一番若い舘野さんからJ

「そうですね。今のような感じで。今私が大学

で学んでいて楽しいんですよね、とても。先

生方と交流もありますし、学生同士も。そう

いう笑顔溢れる楽しい学部でいてほしいなっ

て思いますJ

「吉野さんはどうですか ?J

「20年後も遊びに来てたいですよね。今日も

ヽ ia Mixの 打ち上げに参加するんですけど、

そんな形で世代を越えた交流ができる、そうい

う学部でずっとあってほしいなって思います」

「その点では、ここは立地条件からいってかな

リハンディキャップがある。ここまで都内と

か勤務先から足を伸ばしてちょっと行ってみ

ようかと思うにはなかなか遠い。けれども今

吉野さんが言ったように、卒業生が帰って来

やすい、そこに帰ってくれば、かつて吉野さ

んがやってたのと同じような活動をやってい

る学生達がいて、時間を飛び越えて話ができ

る。そんな雰囲気を残していきたいですね。

藤田さんはどうでしょうか ?」

「20年先ってかなり先なんですけど、子供も

減っていくので、大学は 18歳以上であれば

誰もが来られて、期間も4年間だけじゃなく

て、地域の人なりOBな り、例えば自分がや
ってたことをもうちょっと何か知りたいとい

うときに気軽に来られたり、あるいは学生の

時やらせてもらったグループ活動をもう一回

やるチャンスが与えられるというような場所

であってほしいと思います。国際関係学部は

その可能性が大きいのではないでしょうか」

「それは現在文部科学省の政策にもなってい
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て、大学はもっと地域や社会人や家庭の主婦

に開かれたものになるように求められている」

藤 田  「ほんとうに先生に質問したくなるのは卒業

オ甲  り||

してからですからね」

「そうですね。片岡先生いかがです」

「20年たっても人間自体はあんまり変わんな

いですよね。だから、20年前の学生と今の学

生そんなに変ってないと思うんだ。じゃ、ど

こを変えるか。今藤田さんや学部長がおっし

ゃったような方向かな」

「地研のスローガンでいいのがあったじゃな

い、2年ぐらい前に。『変らずにいるためには、

変らなければいけない』」

野  「それは僕がいた頃に作られた、2001年 か
2002年 のやつじゃないですか。『山猫』の

一節です。『山猫』っていう映画のJ

川  「あっ、ヴィスコンティの」
野  「だと思いますよ。小沢一郎が好んで使ってる」
川  「あっ、そうなの (笑い)。 樋口先生何かあり
ますか」

樋  口 「やっばり卒業生が帰りやすい場所であると共

に、留学生にもっと来てほしいんです。そのた

めにカリキュラムをもう少し日本のことをで

きるように改革できないかなぁと。そうすれ

ば、もっと留学生が来ると思うんですけど」

「今、留学生は全学で確か 500人 くらい。この

他に東松山市に住んでいる外国人が 1,800人

くらい。そういう人たちとの交流を進めたい

と思っています」

す甲  り||

樋  口 「正式の留学生として来てもらうだけではな

くて、自由に好きな講座だけ取ることができ

るという形にすれば、この学部の特徴がより

活かせるのではないかと思うんですけどJ

「在学中に東松山の国際交流協会ってのがあ

って、地研の連中連れて料理教室かなんか行

きましたよ。料理をふるまったりとか」

「今度のアジアミックスの2日 目は、新里先生

す甲  り||

片 岡

士  野

オ甲  りII

ゴ

新 納

オ甲  り||

マーゲル

l甲  り||

新 納

ま甲  り||

の紹介で鳩山町の70歳以上の老人達が何十

人かまとまって来て。J

「3日 目も来たよ (笑い)『 こりゃあうまい』

って。町の人たちは非常に刺激を受けて、大

東はすばらしいという結論で、自分達もいろ

いろやってみたいという気持ちになりました

って。だから今度ジャガイモ堀りやりましょ

うって言ってるんですけどね。J

「マーゲル先生、20年後は。」

「20年後の日本はだいぶ変るでしょう。日本

のどの町にも労働者とかいろんな外国人がや

ってきて住むようになる。そのときに我々の

学部の学生はそういう人たちとうまく人間関

係を作れるかですね。そういう内容の教育を

やった方がいいと思うんですよ。」

「そうですね。この学部の教育の目的は、自分の

住んでいる街や地域でアジアの人とあるいは

世界の人とどういうふうに向き合うのか、も

しインド人であればヒンディー語でやりとり

ができるという、そういう現実のアジアの人

たちと向かい合う能力を身につけてほしいと

いうことで、決して企業に勤めて派遣員とし

てアジアに行くとか、そういうことだけじゃな

いと思います。新納先生いかがでしょうか ?J

「20年後はもう自分のことしか考えてないか

らね。僕は停年になるわけですよ (笑い)。 や

りたいことは今でもやってるけど、停年にな

るとさらにできるだろうと思ってます。その

仲間が 3,500人 弱できたということですよ。

もちろん国際の卒業生だけに限定する必要は

ないんだけれども、その資産を活かして広げ

ていきたいと考えてますね」

「この20年 間に現地研修に参加した学生が

3,373人。一ヶ月とはいえ、アジアの生の体

験をもった人間を一つの学部がこんなに生み

出すというのは、大変な財産です。こういう

人たちを含む約 3,800人 の卒業生がすでに社

会に出て、いろんな職場で働いたり地域で活

動したりしているわけです。20年後の学部

がどうなっているかはわかりませんが、これ

までの20年 間で培ってきたものを大事にし

ながら、次の 10年後、20年後につなげてい

きたいと思っております。今日は 2時間とい

う長時間に及びましたが、ひとまずこれで座

談会を終わりたいと思います。どうもありが

とうございました」

(編集協力 :山崎純一、岩田宏介 )



1998年 3月退任
国際関係学科

涯、駆け抜けてもう十分。い

や、やり残しがあるので生き

ていたい。 こういう矛盾した気持

ちが僕にはある。自ら大戦争を体験

し、戦後は繁栄の我が国から、逆の

世界で革命や中小戦争を見聞して、

はや 80年。ジャーナリズムと学会

際関係学部は、マルティディ

シプリナリーのアジア地域研

究の学部として発足しました。

在職中は、地域研究はそもそも大

学院コースではないのかと考えてい

ました。しかし、一方では、学部コ

ースで、いわば入門編として地域の

の頭線、 JR武蔵野線、東武

東 L線と乗り継いで片道 2時

間半の通勤は、かなりしんどかった。

しかし研究室に着くと、 (ノ ーロッ

クにしてあるので)十数人のゼミ生

プラスその他の学生諸君諸嬢が座り

込み、食事をしたりお茶を飲んだり、

ワイワイガヤガヤやっている。中々

上,L'信 [曇尋亀ξ真よ三勇 tラ「

海外雄飛を夢見る元気印の学生に囲

まれて勤務した 5年間。中東アフリ

カ地域から帰国したばかりの小生に

とってフレッシュな体験でした。地

域研究に打ちこむ教員仲間、暗夜

の 2つの分野を渡り歩いた僕の人生

のなかでも、印象ぶかかったのは草

創期国際関係学部の教員 12年。い

まも毎日、水泳で身体を鍛えながら、

中印の台頭と、欧米日露の相克を、

時々、講義している。

勉強をするのも一方法かと思ってお

りました。

私の担当は南アジアと開発経済学

でした。幾年にわたり巣立って行っ

た学生のそれぞれの面影が今も眼に

浮かびます。

良い雰囲気だった。当時私は東京外

語大の講師もやっていたが、学生気

質をあえて比較すると、大東文化大

の方が素直だった。「君たち、山賊

みたいだな」とからかった。「山賊

の会」をやることになっているが、

これは残念ながら、まだ果たせない。

行路を親切に導いてくれた警備員の

方々、そして実社会に出ていったゼ

ミ生ひとリー人、頭を離れません。

時折、サウジ大使館専門調査員のA

君、サッハリン天然ガス計画のB君、

そして北京社会科学院研究員 C君に

逢えるのが楽しみです。

林 理介先生

1998年 3月退任
国際関係学科

柳沢雅一先生

1998年 3月退任
国際関係学科

鳥羽嶺次郎先生

2004年 3月退任
国際関係学科

片倉邦雄先生
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月に赴任し、 5年間お世話になった

だけであるが、この学部の雰囲気と

周囲の自然環境がたまらなく好きで

あった。 4月 の新緑につつまれて新

学期が始まり、夏休み前まで続くう

際関係学部創設 20周年とのこ

と、慶賀にたえない。感慨深い。

故香坂順 ^郎元学長がいきなり勤務先

に来られ国際関係学部なるものを創設

するから協力してほしいと言われた時

から数えると 25年 は経っていよう。

学部創設の実質的立て役者で苦労され

た長澤順治元常務理事の顔が浮かぶ。

颯颯の声をあげてから世に送りlTlした

卒業生は4000人を超えよう。

2006年 6月 、北京と上海に各々 1

週間滞在する機会があった。住所がわ

かっているゼミ生だけで北京に4名、

上海に 5名いる。 上海では 5名全員女

本 彗 卜 L辟 [II

つく類似の学部と異なり、アジア地

域の教育・研究を中心とする学部と

して出発し、アジアの 9カ国の言語

と現地研修を選択必修科日とするカ

リキュラムを特色としてきました。

ぐいすの鳴き声に心癒された日々が

懐かしく思い出される。このような

環境のなかで、学生諸君もまたのび

やかで、教員とのふれ合いも好まし

いものであり、私の教師生活の最晩

年の楽しい日々であった。

子で参集し、 ごちそうしてくれた。名
刺をもらって驚いたのは課長や部長の

肩書きがつき、第一線で活躍している。

中国語ができなくて半べそをかいてい

た子が、小生よりずっとうまくなり、

それを駆使して仕事をしている。出藍

の誉れだ。

一つのゼミでそれだけいるのだか

ら、学部卒全体ではおそ らく 20～

30名 は中国にいて活躍していると思

う。北京には一橋人や外語人のOB会
があって毎年会合している。大東大○

B会支部がかの地にも組織できたらと

思いつつ、帰国した。

退職後一番思い出深いのも、インド

のラージャスターン大学とパキスタ

ンのカーラーチー大学での現地研修

の体験です。アジアの特異な教育・

研究センターとして今後 一層の発展

をお祈りいたします。

平野 正先生

2004年 3月退任
国際関係学科

2004年 3月退任
国際文化学科

小島麗逸先生

2005年 3月退任
国際関係学科
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多田博一先生



北 京 大 学

Peking universitん CH′NA

上海師範大学

Shanghal

NormcI′ Universじ CH′NA

Daito Bunka University has begun sending students tO Peking

University since 1988.During these 18 years,we have lllaintained

a friendly cOhesive relationship.up tO no、 v,465 students from your

university have come to Peking University to further their study,and

a great lllany professors from your university have visited Peking

University,Цrhich has greatly enhanced their kno、 rledge about Peking

University,Beijing and even China.Our acadenlic exchange has also

promoted the development of cultural exchange between China and

Japan.And l hope、 ve can bring our cOOperation to a further development

and thus lllake a greater contribution to the cultural exchange between

our t、vo countries.

PeHng lJniversity

It has been a long tilne since our two universities established

our educational exchanges and acadelllic cooperative relationship.And

、ve have also made great achievements thanks to our ioint efforts.

Every sullliner groups of students from your faculty come to study

Chinese in our college.  Vヽe are very honored to host the study tour

program for them. The students not Only study Chinese and Chinese

culture but also sho、 v the Japanese culture to Chinese students. It

makes great contribution to the exchanges of our two universities.

Vヽe sincerely hope that our friendly relationship will be

enhanced、 vith our unrenlitting efforts in the future and it、スrill lnake

more contributions to the friendship bet、 reen Chinese people and

」apanese people.

Shanghai Normal University



シーラーズ大学

Shiraz Univers″ ′′RAN

ラジャスターン大学

Univers″ y of Rttα srhα n′

′NDIA

It′s now 15 years that Shiraz University and Daito Bunka

University have signed a memorandulll1 0f agreement.Froll1 1 990,once

a year, a number Of Japanese students have visited Shiraz University

to improve their kno、vledge of Persian.Their visit normally takes

turo ureeks.During their visit to this university every lllorning they

participate in Persian classes held by linguistics departlllent.

Every afternOOn they are also be given the chance to participate

in cultural associations and cOngregations such as public lectures and

speaking prograllls,students clubs and senlinars.Field― trips,visits to

historical places,outdoor activities,cinema,and picnics、 rill also be

organized for these students.They、 rill have visits to the university

departments,libraries,and campus as、 vell as cultural and l■ istorical sites

and shopping centers Of the city.In the weekend they visit historical

monuments outside Shiraz,including Persepolis.According to this

program the PLLP students will also participate in conversation with

native speakers and can inetture their achievements.

Shiraz University,IR2へ N

We the faculty of South Asia Studies Centre,University of

Rajasthan,Jaipur are ill■Inensely pleased to express our greetings and

best urishes to the faculty of lnternational Relations,Daito Bunka

University,」apan on the Occasion Of 20th anniversary celebrations and

for successfully bringing out the 20th anniversary brochure、 vhich

has lucidly reflected upon the major achievements Of the prestigious

institution of Daito Bunka University in the preceding two decades.

lVe hope this brochure、 vill guide and enlighten the students to avail

the better opportunities available at your prestigious institution.We

feel deeply honoured and hOpe to cOntinue our long association and

acadenlic interactiOn with the faculty of lnternational Relations and

、rish all― round success to the teachers and students devoted to the

lllission of Hindi Language Learning.

わ
|

University of Raiasthan,INDIA



国際関係学部 |こ在籍して

第一期生であった為か、定

かではないが、学生達は皆、

先生方に暖かく接して頂いて

いた。しかし、入学してはみ

たものの、様々な言語が混じ

る授業についてゆけない気が

して不安だった。でも、研究

室で外国の話を聞いたり、友

達が作ったエスニック料理を

日にするうちに、不安は消え

ていった。

振り返ってみると、語学を

もっと勉強すべきだったとい

う思いはあるが、四年間、楽

しかった。

卒業後、証券会社に就職。

退職後、結婚し、子供もでき、

楽しい日々を送っていたが、

一昨年前に、人生で最大級の

つ らい思いをした。周囲の

人に心境を打ち明けられず、

苦しい日々だった。そ こで、

何年かぶりに、現地研修で一

緒だった友人に会 うことに

した。

不思議だが、その友人には、

つらい状況を話せた。大学の

四年間は、大切な時間だ。何

をするかは、その人次第。

私は、決して、友人は多く

ないが、貴重な友人、恩師に、

国際関係学部で出会えて良

かったと思っている。

1990年度卒業

国際関係学科

鈴木いづみさん

日本語教室経営

千葉県在住

1989年度卒業

国際関係学科

片岡 和子さん
(旧姓・狩野)

埼玉県在住

ザ皿トナム暉攣鵞炒尋≧

私が大東文化大学に入ろ

うと決めたのは、在学中に実

施される現地研修制度がある

からでした。今でこそヴェト

ナムは経済面において日本と

緊密な関係を持ち、また観光

地として多くの日本人がヴェ

トナムという国に関心を持つ

ようになりましたが、当時は

ヴェトナムといえば戦争、難

民、貧困というイメージしか

ない国で した。国際関係学

部はヴェトナムについて学ベ

る数少ないチャンスの場でし

た。卒業後にヴェトナムに 2

年半滞在し大学で学び、働き、

この 2年半で様々なことを学

びました。

それは日本人としての誇り

と日本を客観的に見ることの

大切さでした。いかに日本が

すばらしい国か、また日本人

ではない人達との全ての相違

を明確に認識することの必要

性に気づかされました。

現在 日本で外国人対象の

日本語教室を経営しています

が、大東文化で学んだことや

ヴェトナムでの留学経験なく

しては今の私は存在し得ない

と思っています。
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攣忘彰宣 2◎ m雛咎雹■とっございま彗

私は昨年まで、精神科クリ

ニックの「デイケア」という、

主に回復期の患者さん達が

集団で過ごし、人との関わり

の中で治療していくリハビ

リテーションの部署で、精神

保健福祉士として働いてい

ました。

働き始めた頃は、皆で同じ

ことをするのがよい治療と

思っていたのですが、患者さ

んが持つ性格や目標などを

尊重しながら、徐々に柔軟な

関わりを心がけるようにし

ました。

「相手がどう思っているの

か」、「自分の考えをうまく伝

えられるかJ、 「どう折り合い

をつけるかJと いうことは、

国際関係の最前線だけではな

く、職場や家庭でも日々ぶつ

かる問題です。

「ものの見方、対処の方法は

ひとつではない」と、アジア

を通して大学で学んだこと

が、精神科勤務でも役に立ち

ました。

1991年度卒業

国際文化学科

緑川康介さん

1991年度卒業

国際文化学科

ネ冨,K 川頁〔子さん

現在専業主婦

1.近 況

某省庁で事業担当をしてい

ます。転勤族でしたが、官舎

が手狭になったために自宅を

構え、いつ訪れるとも知れぬ

単身赴任に戦々恐々としてい

る毎日です。

2 学生時代の想い出
初の海外旅行 ともなった

パキスタン現地研修が最もセ

ンセーショナルな出来事でし

た。ウル ドゥー語履修という

動機付けがなければまず行く

ことは無かったでしょう。

外 国語 で コ ミュニ ケー

ションを図ることの楽 しさ

を用[で学んだことが、その後

の他言語習得の原動力とな

りました。

3 学生時代に学んだことの
現在への反映

ウル ドゥー語履修経験が契

機となり、後にコリア語を学

ぶ機会を得ました。また、現

地研修によって得た自分な

りのイスラム観が、近年一層

関係が深ま りつつある

イスラム国家関連の業

務において何か と役に

立っています。

4 大東文化大学国際関
係学部への期待や在

校生へのメッセージ

(1)学部への期待
「ア ジア =大 東 の国

際」 と呼ばれる地位を

占めて頂 くことを願っ

て止みません。

(2)在校生へのメッセージ

社会に出て 14年。明らか

に自分の専門外のことでも、

いざやってみると意外とでき

てしまうことが多かったよう

な気がします。まずは挑戦あ

りきかと。
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学生時代……今から15年

以 卜前のことだ。

当時の私は、勉強よりもバ

イ トや酒飲みに明け暮れて

いた。たまには学校に行くこ

ともあったが、それでも授業

にはほとんど出ずに、一日の

大半を中庭や図書館で過ごし

た。学校、授業の類は1■には

合わなかったが、それでも好

奇心や知識欲は旺盛で、本は

よく読んだ。

思えば、東松山での生活は

私にとって、人生の価値観や

生き様といったものを模索

する貴重な期間だったのだ

と思う。

当時の国際関係学部には、

私の様な体たらくの学生とは

異なる「アジアを勉強したい」

という情熱に溢れた人達がい

た。聞き慣れない言語の響き

や手作りのイベントなど、ユ

ニークで自由な学風だった。

現地研修で訪れたパキスタン

は強烈だった。そこでの経験

はなぜか 「今後どこに行って

も何とかなる !」 という不思

議な自信を私にもたらした。

実際、その後の私は、アメ

リカとイタリアヘの留学を果

たし世界一周も経験した。

現在の生活に直接的に生か

せる事は少ないものの、この

「何とかなる !Jは今も私の

中に力強く生きている。

1992年度卒業

国際文化学科

フィリップ双光子さん

現在は専業主婦

東京都渋谷区在住

1992年度卒業

国際文化学科

桑子 さん
吉
子

人材派遣業

東京都在住

ェジプト現地研修

私はアラビア語を専攻して

いたこともあり在京クウェー

ト大使館に 10年程お りまし

た。大使館で働く前は 2年間

カイロでエジプト政府高等教

育省の奨学生としてアラビア

語を勉強していました。

その頃、アレキサンドリア

大学 と新たに提携 を結ぶ と

いうことで教授に同行し、提

携後は現地研修の学生達と同

大学を訪れました。そこで改

めて私の在学中のアシュー ト

(イ スラム原理主義過激集団

の活動拠点と言われる)大学

短期留学を感慨深く思いまし

た。明るく開放的なアレキサ

ンドリア大学に比べると天と

地の差。アシュー ト大学での

授業、寮での幽開されたよう

な生活。これ程、私達の生活

とかけ離れた暮らしがあるの

かと衝撃でした。引率の教授

を含め (私を除く)参加者全

員が一度は倒れるという凄ま

じい研修旅行でした。それで

も私にとってアシュート大学

での生活は一生忘れられない

想い出です。

貴重な体験をありがとうござ

いました。



チやイハーネ

中東へ関心を抱いていた私

は、必修科目にアジアの九つ

言語から一つを選択し、提携

している大学で学べるという

カリキュラムに魅力を感じ大

東文化大学国際関係学部を選

びました。イスラムの歴史や

文化を学ぶなか、特に女性の

社会への関わり方に興味を持

ち、卒論では、男性が取り仕

切っているスーク (市場)と、

女性の役割が中心 となって

いる私の地元である沖縄のま

ちや―ぐわ― (市場)を比較

研究しました。思想や文化を

創ってきた其々の歴史風土を

自分の日で見て学ぶ機会をも

てたのは、指導していただい

た先生方や国内外の出身地の

異なる友人たちと出会えたか

らこそだと感じています。自

然環境に恵まれた大学にて経

験豊かな先生方の講義を受け

て視野を広げることができた

こと、大学時代に出会えた各

地にいる友人たちとのネット

ワークは私の貴重な財産とな

り、現在、行政の立場で仕事

をしていく中、また地域の伝

統行事に関わっていく中で活

かされています。

1995年度卒業

国際関係学科

鯨丼伸一さん

シグラルタ生命保険株式会社

仙台支社業務部長

1994年度卒業

国際文化学科

山田康代さん

石垣市役所勤務

沖縄県石垣市在

攣轟Б之』菫 2③ 蜃年を選える1星ざ筵つ載し竃

学部創 立20周年、おめで

とうございます。私が卒業し

ましたのが、 1996年 3月 な

ので、卒業 してか ら丸 10年

経過 いた しました。現在の

私はジブラルタ生命保険 (株 )

で支社(支店 )に て支社業務

部長 という職についてお り

ます。

社会人になり、改めて振り

返ると学生時代の経験が、今

の自分にとって非常に役に

立っていると考えるときがあ

ります。国際関係学部という

のは他学部と違い、他の国々

の学生の方とも接する機会が

多い学部です。その為、 日常
の生活において自分とは異な

る思考、宗教等と交流する必

要があります。当然、自分と

異なる考え方に接するわけで

すから、多少なりの戸惑いを

持ちながら、その人との関係

を保たなくてはいけないわけ

です。社会というものも同様

のことが言えます。職場とい

うものも共通のビジネス(課

題 )を多くの同僚の手で成功

をさせるという課題を持って

おります。同僚の中にはそれ

ぞれ違う考えを持った人間が

集まっております。私が勤務

しているジブラルタ生命は外

資系企業のため、もしかした

ら一般の企業より、その頻度

は濃いかもしれません。その

ような意味では国際関係学部

での経験は非常に役に立った

といえるでしょう。

最近はアジア圏での目ま

ぐるしい経済発展が注目され

ております。私たちの業界も

今後のマーケットとしてアジ

ア圏を非常に重要視しており

ます。そのような知識 。経験

を持っている若い方が企業に

とっても必要な人材となるこ

とでしょう。

今後の国際関係学部の更な

る飛躍を期待いたしますとと

もに、学生の方たちの活躍を

期待いたしまして創 、120周

年のお祝いの言葉に代えさせ

ていただきます。

ν
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大学を卒業 してか ら早い

もので 10数年が経過 した。

今、 この 10数年を振 り返っ

てみると、大学時代に熱心に

習得 した「インドネシア語」

のおかげで、卒業後は仕事に

困ることはなく、むしろ幸運

にも、希望する職場で好きな

仕事 を存分にして こられた

と思う。

社会人 となってちょうど

10年 目、私は何か新たな挑

戦をしようと考えた。これま

で培ってきた語学力と専門知

識の他に、何かもう一つ別の

分野で専門知識を得たいと思

い、悩んだ末に法律を学ぶ決

意をした。

平成 17年 には、法科大学

院へ進学し、現在は司法試験

を目指して、法律三昧の日々

を過 ごしている。もっとも、

法学未修者の私にとって、そ

の道の りは想像以上に険 し

く、時には弱音を吐きたくな

ることもある。

しかし、現在の自分を他人

と比べてどうかではなく、昨

日の自分と比べてどうなのか

と自身を鼓舞し、その可能性

を信じて日々前進 している。

謙虚な心を忘れず、人間性豊

かな法曹を目指したい。

1996年度卒業

国際関係学科

権 寧俊さん
県立新潟女子短期大学

国際教養学科専任講師

新潟市在住

1995年度卒業

国際文化学科卒

保坂美樹さん

現在、法科大学院生

埼玉県在住

私は韓国留学生として国

際関係学部に入ってから、日

本語や中国語の勉強をはじ

め、様々な葛藤、悩み、挫折

を人一倍味わってきました。

そのときに助けて くれたの

は、先生は勿論、日本人の学

生や中国の留学生たちであ

りました。その助けによっ

て、語学を学ぶ喜びを感じる

ことができたと思います。そ

して、それを「武器Jと して

今では自分が好きな研究に

取 り組む ことができるよう

になりました。

学部の先生方は、有能な研

究者であるばかりでなく、立

派な教育者でありました。そ

ういう先生方に教えてもらっ

たことが、今でも私の自慢の

一つであります。また、キャ

ンパスも、都会の雑踏から離

れているため、教育・研究に

集中するには理想的な環境で

あり、施設や蔵書なども充実

していたので、私は大変恵ま

れた環境で勉強ができたと思

います。特に学部時代のゼミ

指導教官であった内田知行先

生には、卒業論文指導だけで

なく日常生活から、進路指導

まで、あらゆる面でお世話に

なっています。

現在、学生を教える立場に

立ってみると、先生方の教育

にかける熱意がどんなに熱い

ものであったかが再認され、

あらためてそのありがたさが

感じられます。

在学生の皆さん、国際関係

学部で勉強していることに誇

りをもって頑張って下さい。


